
































きるような ICT 教育を行っている 6-10）。現在のところこの
ような電子カルテ教育システムを使用して，看護教育を
行っている教育機関はみられない。
今回，電子カルテ教育システム開発後 3 年目の 2010 年





































履修した 2 年生の学生で 2010 年度生（64 人）と 2012 年度







５．分析方法: 統計処理は SPSS19.0 J for Windows を用い
て，「1:できなかった」「2:あまりできなかった」を「できな
かった」とし，「3:まあまあできた」「4:できた」を「できた」













調 査 対 象 の 回 答 数 は ，2010 年 度 の 学 生 は 57 人










から捉えることができた」学生は 2010 年が 52.6%であった




2010 年が 45.6%であったが，2012 年では 68.2%であった
（p=0.019）。「必要な情報を適切に得ることができた」は
2010 年が 49.1%であったが，2012 年では 75.0%であった
（p=0.007）。
「患者の情報を身体的側面から分析することができた」






ことができた」学生は，2010 年が 73.7%，2012 年では
79.5%と有意な差はみられなかった。「患者の発達段階を
捉えることができた」では，2010 年が 36.8%であったが，
2012 年 で は 65.9%と 自 己 評 価 が 高 く な っ て い る
（p=0.003）。さらに，「患者の全体像を捉えることができ
た」学生は，2010 年が 64.9%であったが，2012 年では
86.3%となっている（p=0.012）。
看護診断に関する項目では，2010 年度生と 2012 年度生
で有意な差は見られなかった。「看護問題を明確にするこ





㉁ၥ㡯┠ 2010ᖺ 2012ᖺ p
㸯㸬᝟ሗࢆ㌟యⓗഃ㠃࠿ࡽᤊ࠼ࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 77.2% 90.9% 0.057
㸰㸬᝟ሗࢆ⢭⚄ⓗഃ㠃࠿ࡽᤊ࠼ࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 52.6% 72.7% 0.031
㸱㸬᝟ሗࢆ♫఍ⓗഃ㠃࠿ࡽᤊ࠼ࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 47.4% 54.6% 0.479
㸲㸬᝟ሗࢆᯟ⤌ࡳ࡟ἢࡗ࡚཰㞟ࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 71.9% 81.8% 0.179
㸳㸬཰㞟ࡋࡓ᝟ሗࢆศ㢮ࡋࠊグ㏙ࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 70.2% 81.8% 0.166
㸴㸬୙㊊᝟ሗ࡟Ẽ࡙ࡃࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 45.6% 68.2% 0.019
㸵㸬ᚲせ࡞᝟ሗࢆ㐺ษ࡟ᚓࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 49.1% 75.0% 0.007
㸯㸬ᝈ⪅ࡢ᝟ሗࢆ㌟యⓗഃ㠃࠿ࡽศᯒࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 73.7% 72.7% 0.545
㸰㸬ᝈ⪅ࡢ᝟ሗࢆ⢭⚄ⓗഃ㠃࠿ࡽศᯒࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 54.4% 56.8% 0.484
㸱㸬ᝈ⪅ࡢ᝟ሗࢆ♫఍ⓗഃ㠃࠿ࡽศᯒࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 43.9% 56.8% 0.138
㸲㸬᝟ሗࢆᯟ⤌ࡳ࡟ἢࡗ࡚ศᯒࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 59.6% 72.7% 0.123
㸳㸬ศᯒࡋࡓෆᐜࢆ⤫ྜࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 47.4% 75.0% 0.004
㸯㸬ᝈ⪅ࡢ⑓≧࡟ἢࡗ࡚ᤊ࠼ࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 73.7% 79.5% 0.328
㸰㸬ᝈ⪅ࡢ⏕ά᝟ሗࢆᤊ࠼ࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 52.7% 70.5% 0.065
㸱㸬ᝈ⪅ࡢⓎ㐩ẁ㝵ࢆᤊ࠼ࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 36.8% 65.9% 0.003
㸲㸬ᝈ⪅ࡢ඲యീࢆᤊ࠼ࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 64.9% 86.3% 0.012
㸯㸬┳ㆤၥ㢟ࢆ᫂☜࡟ࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 78.9% 88.6% 0.153
㸰㸬┳ㆤၥ㢟ࡢཎᅉࢆ᫂☜࡟ࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 68.4% 84.1% 0.056
㸱㸬┳ㆤၥ㢟ࡢ⑕≧࣭඙ೃࢆ᫂☜࡟ࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 72.0% 70.5% 0.763
㸲㸬ඃඛ㡰఩ࢆุ᩿ࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ 70.1% 72.8% 0.406



















が 80.7%であったが，2012 年では 97.8%と増加していた
（p=0.012）。「慣れると電子カルテからの情報収集はしや
すい」と回答した学生は 2010 年が 63.2%，2012 年では
59.1%と有意な差はみられなかった。
セキュリティの項目の「ログオン・ログオフの操作は重
要である」と回答した学生は，2010 年が 94.7%，2012 年で
は 93.2%と有意な差はみられなかった。同様に，「パスワ
ードがあり，セキュリティは守られている」では，2010 年
が 89.5%，2012 年では 88.6%と有意な差はみられなかっ
た。「閲覧することに責任を感じる」と回答した学生は，
2010 年が 73.6%であったが，2012 年では 91.0%と増加し
ていた（p=0.024）。
「電子カルテ操作に慣れておくことが必要」とした学生




























































㸯㸬᧯స࡟ࡼࡾ᝟ሗࡀᾘኻࡍࡿ࡜࠸࠺୙Ᏻࡀ࠶ࡿ 86.0% 100.0% 0.008
㸰㸬Ꮫ⏕ࡔࡅ࡛ぢࡿࡢࡣ୙Ᏻࡀ࠶ࡿ 56.1% 75.0% 0.033
㸱㸬Ꮫ⏕⏝ࡢྎᩘࡀᑡ࡞࠸ 31.6% 56.8% 0.007
㸯㸬᝟ሗ཰㞟࡟ᚲせ࡞⏬㠃㑅ᢥࡣ㞴ࡋ࠸ 80.7% 97.8% 0.012
㸰㸬័ࢀࡿ࡜㟁Ꮚ࢝ࣝࢸ࠿ࡽࡢ᝟ሗ཰㞟ࡣࡋࡸࡍ࠸ 63.2% 59.1% 0.416
㸯㸬ࣟࢢ࣭࢜ࣥࣟࢢ࢜ࣇࡢ᧯సࡣ㔜せ࡛࠶ࡿ 94.7% 93.2% 0.531
㸰㸬ࣃࢫ࣮࣡ࢻࡀ࠶ࡾࠊࢭ࢟ࣗࣜࢸ࢕ࡣᏲࡽࢀ࡚࠸ࡿ 89.5% 88.6% 0.469
㸱㸬㜀ぴࡍࡿࡇ࡜࡟㈐௵ࢆឤࡌࡿ 73.6% 91.0% 0.024
㸲㸬⮬ศ⮬㌟ࡢ೔⌮ᛶࢆឤࡌࡿ 63.2% 68.1% 0.377
㸯㸬㟁Ꮚ࢝ࣝࢸ᧯స࡟័ࢀ࡚࠾ࡃࡇ࡜ࡀᚲせ 96.5% 97.7% 0.597
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Nursing students’ self-evaluation in education on electronic chart systems
-  Five years since the development of educational materials -
Hideko Doi, Chieko Yamamoto, Yukie Sugimoto, Kazuko Ueyama, Fumio Uno
Department of Nursing, Niimi College, 1263-2 NIshigata, Niimi, Okayama 718-8585, Japan
Summary
Our university has developed a system for electronic chart education using patient models, and implemented ICT education to help
students learn to enter data into an electronic medical chart system. Analyses were conducted involving students to examine the effects
of the system for electronic chart education three and five years after the development. The following findings were obtained:
1: An improvement was noted in students’ self-evaluation of their abilities to “understand and analyze information on the psychological
aspects of patients” - one of the educational goals.
2: There was an improvement in students’ self-evaluation of their abilities to “develop an overall image of a patient”.
3: A number of students did not have confidence in their ability to operate an electronic medical chart system. It is necessary to
promptly improve the education system.
4: Students understood the importance of security measures: “Logon/logoff operations are important”; “It is necessary to confirm the
password and security of the system”.
5: More than 90% of the students stated that it was necessary for them to become used to the operation of an electronic medical chart
system, and that familiarizing themselves with the system prior to practical training helped them.
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電子カルテ教育システムにおける看護学生の自己評価

